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@ ら 年 目 を むけ ひえ だ セイ ウチ 

当館 に 来 て か ら 、 ら 5 年 目 を む ガ え だ 2 頭 の セイ 
ウチ ・ ダ タッ ク (オス ) と ムッ (メス ) は 、 最 近 
で は 「 セ イ ウ チ に さわ ろう ノム ツク に ダッ ツチ 」 の 
コー ナー に 出場 し 、 連 日 お 客 様 と の スキ ンシップ 
に 活躍 し て いま す 。 初め て セイ ウチ に さわ つ だ お 
客 様 が サ ら は 、「 ワ ー. 大 きい 」「 す ご いな ー」 な 
どの 感激 の 声 び あめ が ガ つ て いま す 。 搬入 当初 、 体 長 
130 cx、 体 重 100kg 程 で 、 まだ ミル を 飲ん で い 
だ 2 頭 の セイ ウチ は 、 今 で は 鴨川 の 気候 に も す つ 
が りな れ て 、 ハ ムツ は 体長 220 cw、 体 重 430kg、 
ダック は 体長 230 cx、 体 重 550kg に 成長 し て 自 机 
の キバ や ヒゲ も 長く ぐ なり 、 和 提 シシ ヤ モ や サバ を 
20kg も 食べ て いま す 。 し ガ が し 、 ガ ら だ こそ 大 きぐ 
な り ま し だ が 、 甘 えん 坊 と イタ ズラ 好き は 相 変 わ 
ら ざ で 、 特 に ハッ ク は 長い キバ で ブー ル の 中 の ベ 
ン キ 等 を は が し 、 係員 を て こざ ずら せ て いま す 。 
セイ ウチ は 北極 海 周辺 に 生息 し 、 成長 する と オ 
ス は 体長 360 cm、 体 重 1.6t 、 メ ス は 体長 300cg、 
体重 1t に も な り ま す 。 顔 に は 6 一 700 本 の ヒゲ と 
90cg に も な る キバ を 持ち 、 で は 主として 二枚貝 
を 食べ て いま す 。 

セイ ウチ は 、 日 本 で は 現在 当館 の ら 頭 を 含め だ 
4 頭 し ガ 飼 育 さ れ て いま せん が 、 自 釣 界 に お ける 
生態 等 に つい て は 、 ま だ 不明 な 点 が 多く 残さ れ て 
いる だ め 、 当 館 で は ハム ハック と ダッ ク の 2 頭 の セイ 
ウチ を 、 ご これ が ら も 大 切 に 飼育 し 、 多 く の 事 を 学 
ん で い ぐ くつ も り で す 。 (金野 ) 


4 ム セイ ウチ 0go0enws rosarus 


@ ふと め の ア イド ル ” イシ ガキ フグ 
イシ ガキ フグ は 、 体 を ふぐ ら ま せる と 全身 が 長 
いと げ で 径 われ 、 ま る で 「 い が ぐり 」 の よう に な 
る ご と で 知ら れ て いる ハリ セン ボン の 仲間 で 、 太 
平 洋 の 温帯 が ら 熟 帯 海域 の サン ゴ 礁 や 岩場 に 生 委 
し 、 成 長 す る と 体長 は 5 O セ ンチ に な る 責 で す 。 
泳ぎ が だ は 大 変 の ん のび り し て いる だ め 、 水 族 館 
て 人 を 写 え る 時 な ど に は 、 一 緒 に いる 記 達 に 横 取 
りさ れ て し まう 事 も し ば し ば あり 、 時 に は 餌 を 口 
の 中 に 入れ て や る こと も あり ます 。 ご の 時 、 う つ 
が りす る と フグ 類 独特 の 強力 な 歯 で 指 を 隊 ま れる 
ご と が あり ます が 、 大 き な お 愛らしい 目 を し だ 顔 を 
みて いる と 怒 る 気 に は な れ ま せん 。 
イシ ガキ フグ は 他 の 遇 達 と は 異 な り 、 見 る 互 度 
に よ つ て 実に いろ いろ な 頭 を も つて いま す 。 正面 
が ら は 、 大 き な 丸 い 目 と 大 き な 耳 の よう な 胸 ピ レ 
が ら 、 笑 つて いる 顔 に 見 え 、 棋 ガ ら 眺め る と 、 目 
の 下 に ある 縮 模 様 が 涙 を 流し て いる よう で 、 泣き 
顔 に 変わ り ま す 。 まだ 代 め 上 が ら は 、 少 し 怒 つ だ 
顔 に も 見 えま す 。 皆さん も この ちよ つと 太め の ア 
イド ル ・ イ シ ガ キ フグ を ゆめ つぐ り と 観察 すれ ば 、 
新しい 顔 を 発見 する こと が ガ で きる こと で し よう 。 
(J 天 ) 


ムイ シ ガ キ フグ CAi/omycje7s ag が ns 


| 世界 の 自然 を わた し 達 の 手 で 護り まし ょ う / 


| s 会 員 に な り だ い 万 は 入口 の 総合 案内 所 に 名 得 談 こ だ さい 。 


* 会 抽 に は バン ダ の バッ ヂ と 月 刊 誠 の 会 幸 が 送 附 まれ ます 。 
* 会 中 は 年 題 3.000 円 で す 。 
財団 法人 世界 野生 生物 基金 日 本 委員 会 
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一 輸送 万 法 一 


水族 館 で 華麗 な 漂 技 を 授 器 し て くれ る イル カ は 、 
ご どの よう に し て 水族 館 に 運ば れ て 来る の で し よう 
ガ 。 今 回 は 、 こ の イル カ の 輸送 に つい て 紹介 いた 
し まし よう 。 

現在 、 日 本 の 水族 館 で は 、 11 種 類 約 300 頭 の イル 
カ が 飼育 され て いま す が 、 ご の 内 シヤ チ 、 ベ ルー 
ガ 、 イ ロワ ケイ ルカ 等 の 外国 産 3 種類 を 除く ぐ 8 種 
類 は 全て 日 本 近海 産 で 、 そ の 殆 ん ど が 、 源 師 に よ 
つて 生け 捕 ら れ だ イル カ で す 。 水族館 で は 、 源 師 
が ら の イル カ 生 け 捕り の ニュ ユー ス を 受け る と 、 だ 
だ ち に 数 名 の 係員 を 捕獲 場所 へ 急行 させ 、 輸 送 首 
具 を 積ん だ トラ ッ ク も 、 そ の 後 を 追い 掛け る よう 
に 出発 さき せま す 。 

買 送 用 の トラ ツク と 水族 館 の 係員 が 、 捕 手 場 所 
に 到着 する と 、 光 ガ から ト ラッ ク へ と イル カ を 取り 
上 げ る 作業 が 開始 され ます 。 ト ラッ ク の 上 で は 、 
イル カ を 運ぶ 為 の 長 亡 形 の 箱 型 コン テナー に マツ 
トレ ス と 水 が 入 れ ら れ 、 イ ルカ 取り 上 げ 用 の タン 


XN ち 。 


oe 


ム 給 送 中 イル カ に 毛布 を か け て 体温 の 低下 を 防ぎ ま 


カカ も 降ろ され ます 。 そ し て 、 水 族 館 用 に 選ば れ だ 
年 齢 の 若い イル カ だ けが 、 海 ガ ら 1 頭 ず つ タ ンカ 
に 乗せ られ て クレ ー ン で 吊り 上 げ ら れ 、 ト ラッ ク 
上 の コン テナー に 入れ られ ます ( 図 1 》 この 時 が 
ら 約 1 時 間 の 間 が 、 係 員 に と つて 最も 神経 を 使う 
時 で す 。 海 の 中 で は 、 浮 力 だ け に 頼 つ て い だ イ ル 
カカ は 、 海 か ら 吊 り 上 げ ら れ だ 瞬間 に 生ま れ て 初め 
て 経験 を する 重力 の 影響 を 受け 、 新 し い 環 境 に 耐 
えき れ ざ 、 届 肪 麻 許 に よ つ て 死亡 する こと が 多い 
が ガ がら です 。 


ムイ ルカ は 水 か ら 上 げ ら れ 生ま れ て 初め て 重力 を 体験 


し ます 。 


\ 
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( 図 1) イル カ の 輔 送 方 法 


毛布 又は シー ツ 


4 尾ビレ や 胸 ビ レ の し びれ が と れ 、 泳 げ る よう に な る まで 係員 が 付添 いま す 。 


コン テナー に 入れ られ だ イル カ に は 、 ま ざ ぎ 初 め 
て 経験 する 重力 ひら の シヨ ッ ク を や わら げ る だ め 
に 、 精 神 安定 剤 の 注射 ガ 打 だ れ 、 長 い 旅 の 間 に か 
が りや すい 輸送 性 肺炎 の 予防 の だ め に 、 抗 生物 質 
の 注 敵 も 打 だ れ ま す 。 続い て 、 体 表 の 乾燥 に より 
全身 火 考 に な ら な いよ う 、 体 に ビタミン 剤 を 全 ん 
だ ラノ リン や チン ク 油 な どの スキ ンク リー ム が 塗 
られ ます 。 ま だ 、 水 びら 上 げ ら れ だ イル カ の 体温 
が 上 昇 し て 、 内 臓 障害 を お こさ な いよ うに 、 い つ 
も 体 に 水 を お け て いる だ め の 淫 水 装 置 ガ ジッ ト さ 
れ ま す 。 長い 輸送 中 に は 、 イ ルカ 自身 の 体重 に よ 
つて 内 臓 圧迫 も お こる の で 、 ご この 障害 は コン テ ナ 
ー の 中 に 入れ られ だ 水 と マツ トレ ス に よ つ て 防ぐ 
と 共に 、 狭 い コ ン テ ナ ー の 中 で ヒレ や 体 に 傷 が 付 
が な いよ う 、 体 の 周囲 に マツ トレ ス や 所 布 が 拉 み 
ご まれ ます 。 出発 前 の 短い 時 間 に 、 こ ご これ だ け の 作 
業 を 行わ な けれ ね ば な ら な い 係 員 に と つて は 、 ま さ 
に 目 の ま わる よう な 忙し まで す 。 

全て の 準備 が 完了 すれ ば 、 い よい よ 水 族 館 に 向 
が つて 出発 で す 。 イ ルカ の 輌 送 は 、 理 想 的 に は 10 
時 間 以 内 ガイ ルカ に と つて 最も 安全 な 輸送 時 間 な 
の で す が 、 生 け 捕 られ だ 場所 に よ つ て は 、30 時 間 
以上 に も な る こと が あり ます 。 ご この よう お 場合 に 
は 、 係員 は 徹夜 作業 を 覚悟 し て の 人 道中 と な り ま す 。 


較 送 中 に は 、 体 温 や 販 二 、 呼 吸 数 な ど を 、30 分 間 
陽 で チエ ッ ク を し て イル カ の 状態 を 観察 し だり 、 
トラ ッ ク の 揺れ が ら 起こ る 姿勢 の 傾き ぼ を な お し た 
り し な が ら 、 係 員 は 休む お 暇 も お く イ ルカ の 世話 を 
続け ます 。 長 い 較 送 中 に は 、 捉 れ だ 係員 で も 車 に 
酔う こと が あり ます が 、 イ ルカ も 人 間 と 同じ よう 
に し ば し ば トラ ッ ク に 酔う こと が あり 、 イ ルカ に 
と つて も 輸 送 は 楽 な 旅 と は いえ ませ ん 。 

長い 旅 も 終わ り 、 無事 水族 館 に 到着 し だ イル カ 
は 、 ク レー ン を 使い プー ル の 中 に 放 た だれ ます 。 プ 
ー ル に 放 だ れ た だ イルカ は 、 すぐ に 元気 良く 涼 ぎ 出 
し て ぐれ ね れる こと も あり ます が 、 長い 旅 に より 体 が 
し びれ て 涼 げ な いこ と も あり ます 。 し びれ て いる 
イル カ は 、 選 ビレ や 胸 ピ ビレ の し びれ を 完全 に 回 復 
し て や ら な けれ ば 濁 れ て し まい ます 。 ご この よう な 
時 に は 、 係 員 は イル カ に 寄り 添い 、 洲 ぎ 始 め る ま 
で 、 何 時 間 も ブ ー ル の 中 で すご すこ と も し ば し ば 
あり ます 。 

ご の よう に し て 、 無事 に 光 ガ ら 水 族 館 へ 引 つ 越 
し の 終わ つ だ イル カ は 、 新 し い 環 境 の プール や 人 > 
に 馴 れ な が ら 係員 と の 信頼 関 衝 を 作り あげ 、 訓練 
に よ つ て スタ ー へ の 道 を 歩み 始め る の で す 。 

(岡田 ) 


ムイ バラ タツ  ippocdpus Aisfrir の 親 と 子供 。 小 さく て も 親 と 同じ 形 を し て いま す 。 


タツ ノオト シゴ ( 意 の 落し ) は 、 そ の 姿 ・ 形 
が ガ 特異 な こと が ら 、 空 想 上 の 動物 で ある 竜 の ず 供 
の よう に 見 える 、 と いう こと か ガ ら 名 付け られ だ 動 
物 で 、 昔 の 学者 は 、 ご の 動物 の 分 類 学 的 位置 を 決 
め る の に 頭 を 悩ま し だ そう で す 。 し が し 、 よ ぐ 観 
察する と 、 エ ラ 、 胸 ピ レ 、 腹 ビレ が つい て いて 、 
思 だ と いう こと が わ ガ が り の ます 。 

イバラ の トゲ に 似 だ 突起 を 、 体 表 に 持つ タツ ノ 
オト シゴ の 仲間 の イバラ タツ は 、 暖 が い 海 に 住ん 
で いま す 。 水温 25C で 、 ア ミ 、 エピ な どの 生き だ 
小動物 を 写 え て 飼育 する と 、 他 の ダ ツ ノオト シゴ 
と 同じ よう に 、 メ スガ オス の お な が 
の 袋 (育児 の うつ) に 卵 を 産み つけ 、 
その 袋 の 中 で て 卵 ガ フ 化 し 、 オ スガ 子 
供 を 産 お と いつ 、 一 風 変 つ だ 産卵 習 
性 を も つて いま す 。 お な が ガ ガ ら 飛び 
出し た ず 供 達 は 、 すでに 大 き ぎ さ 0.8 
で 親 と 同じ 形 を し て いて 、 カ ン ガ 

ルー の よう に 再び 親 の 袋 に 戻る こと 

は あり ませ ん 。 イ バラ タダ ツ が 、1 回 
に 産み 出す 供 の 数 は 100 一 200 尾 で 、 
産 久 ガサ ら フ 化 ま で 15 一 17 日 を 要 し ま 
9。 

当館 は 、 昭 和 55 年 に 日 本 動物 園 水 
族 館 協 会 より 、「 イ バラ タツ の 緊 殖 」 
の 飼育 業績 に 対し て 表彰 ぐれ まし だ 


も あり 、 な お 一 層 、 タツ ノオト シゴ 類 の 飼育 に 力 
を 注い で いく ぐつ も り で す 。 ( 津 崎 ) 


IIIIIHIHIIIIIIIIGIIIIIIHHHI 


ムイ バラ タツ の 卵 。 オ レン ジ 色 て で 西洋 ナシ 形 を し て いま す 。( 目 盛 は Imm) 


が 、 来 年 の 千 支 は 「 辰 」 と いう こと 人 ムイ バラ タツ の 産出 シー ン 。 オ ス の お 腹 の 袋 か ら 子 供 が 飛び 出し ます 。 


ー ほ ら 、 さ か な だ ちの 鳴 声 が 聞え る よー 


昧 が 鳴き 声 を 出す こと を 御存知 で すか 今年 


の Z 月 か ら 、 バ ノリ ウム 入口 の 特設 水 模 で 、「 お  o 
し ゃ べり な さ ガ な だ ち 」 と いう コー ナー を 開設 し  ? の 
まし だ 。 鳴き 声 と いう と 、 口 か ら 出し て いる と 思 に 


われ が ち で す が 、 熊 な ち は 「 ヒ レ 」 を こす つた だ り 、  。 
「 う き ぶ ぐろ 」 を ち ぢ め だ り 、 ふ ぐら まし だ たり し レ  / 7 
て 音 を 出し て いる の で す 。 今回 は 良く 音 を 出す ご 

と で 知ら れ て いる 時 だ な ちの 中 かみ ら 、 イ シモ チ や フ 

グ 、 ナマ ズ の 仲間 な ど 6 種 類 を 選び 、 昧 と その 声 

を 聞い て も ら え る よう に 展示 に 工夫 が な され て い グ 
ます 。 

京 だ ち は 、 い つも 只 い て いる の で は な ぐ 、 外 瑞 
から 身 を 守 つ だり 、 相 手 を お どろ か せ だ り 、 同 じ 
仲間 だ ちと 連絡 を と る 時 に だ け 音 を 出し まず 。 そ 
こ て で 、 来館 者 が いつ で も 鳴き 声 を 聞く こと が でき 
る よう に 、 鳴 き 声 を あら か じ め テ ー ブ に 録音 し て 
お き 、 そ れ ぞ れ の 水槽 の 前 こ あ る ポタ ンス イッ ツチ 
を 押せ ば 、 鱗 の 鳴き 声 が ガス ピー カー ガ ら 流れ る よ 
うに し て あり ます 。 ま だ 同時 に 、 応 の 形 を 表示 し 、 
その 上 の 音 を 出す 場所 を 、 ラ ンプ の 点灯 に よっ て 
知ら せる よう に も し て あり ます 。 お 客 様 の 中 に は 、 
鱗 た ちの 出す 音 に だ い へ ん 興味 を ひか れ 、 何 回 も 
繰り 返し 聞い て いる お 客 様 も 数 多 ぐ 見 られ まし た 。 

( 森 


A ム ボタ ン を 押す と 水槽 の 上 と 下 の ス ピー カー 
か ら さ か な の 鳴き 声 が 半 ニ こえ て くる 。 


ム ナ マズ の 仲間 は 胸 ビ レ で 音 を 出す シャ ベル ノー ズ キ ャ ッ ト フ 


イッ シュ seudop/oysfomod /oscro れ zi 


み 


4 開設 され た 「 お し ゃ べり な さか な た ち 」 コーナー 


@ シ ャ チ の シャ ワー プレ ゼン ト 
オー シャ ンス タ ジ ア ム で 人 気 を 博 し て いる シャ 
チ シ ョ ー は 、 昭 和 45 年 に 当館 が オー プン し だ 時 、 
我が国 で 初め て 公開 され まし だ 。 そ の 時 に 、 演 じ 
られ だ 数 々 の 芸 の ー つ が 、 “歯みがき 、 や 火消 
し 、 の 場面 で の 「『 う が い 」 です 。 ご の 芸 は 、 今 の 
ショ ー の 中 で は 、 ス テー ジ 上 の トレ ー ナ ー に 水 を 
掛 ける 芸 と し て 演じ られ て お り 、 今 夏 の 催し 物 の 
ー つ と し て 取り 上 げ だ の が 、「 シ ャ チ の シャ ワー 
プレ ゼン ト 」 で す 。 プ ー ル 前 面 の ガラ ス 越 し に 、 シ 
ヤ チ ガスタ ンド に いる チビ ッ ヂ 達 に 向 ひ つて 「 う 
が い 」 を し 、 最 も 水 の 掴 みつ だ に は 、T シ ャ ツ 


ピッピ 0 


この よう な 、 和 勤 物 と 『* 


触れ 合う よう お 催し ON > に 和 和 
物 を 、 今 後 も 続け て 人生 必 
いく ぐつ も り の で す 。 
(大 島 ) 
ラン の ウイ ルカ の FRRF 禁 


アマ ゾン カワ イル カ (愛称 ポコ 、 性 別 雄 ) の プ 
ラス チッ ク 複 製 標本 が 、 完 成 し 展示 され まし た 。 
この アマ ゾン カワ イル カ は 、 昭 和 45 年 の 開館 以来 
飼育 され て いま し た が 、 昭 和 61 年 4 月 、16 年 間 の 
飼育 記録 を 残し 、 残 怠 な が ら 死 記 し まし た 。 そ こ 
で 、 日 本 で は 当館 で し が 飼育 され て いな か が つた だ 、 
この 希少 動物 の 複製 標本 を 作成 し 皆さん に 見 て も 
ら う 事 に し まし た 。 

複製 標本 作成 に あな つて は 、 プ ラス チッ フク (F 
RP) を 使用 し て 、 出 来る か ぎり 生存 中 の 姿 を 再 
現す る こと に 掛け 、 何 回 も 修正 が 行わ れ ま し た 。 
その がい が あり 、 完成 し だ 複製 標本 は 、 学 術 的 に 
も 価値 が ある 当館 の 
貴重 な 資料 の ー つ に 較 


な り ま し だ 。 
WB) トー な 」 


候 困 の 水槽 


水槽 の 照明 が 突然 消え 、 ゴロ ゴロ と いう つ 埋 の 大 
音響 と 共に 、 稲 光 が ひ お り 、 ス コー ル が 過ぎ 去 つ 
だ 後に は 、 美 し い 虹 が あら われ る 、 そ ん な ユー ニー 
な 展示 水槽 ガ Z 月 に 完成 し まし た 。 

これ は 、 海 水系 の パン ノリ ウム 水槽 の 一 部 を 利用 
し て 、 海 水 が 燕 発し 雲 と な り 、 雨 と な つて 海 に 戻 
る と いう 、 い わ ば 「 水 の サイ クル 」 を 、 短 縮 レ て 
ご 覧 いた を だ ける よう に 展示 し を も の で す 。 

水中 に 住む 生物 を 、 展 示す る ば が のり で は な ぐ 、 
彼 等 を 取り 巻く 色々 な 環境 を も 展示 する の が 、 パ 
ノリ ウム 水槽 で す 。 これが ら も 、 分 お りや すぐ 、 
060 
(森田 ) 


借 泊 の 動物 供養 宗 


9 月 23 日 〈 水 ) 、 動 物 愛護 週間 に ちな み 、 園 内 
「 慈 愛 の 古 前 に お いて 、 総 支配 人 、 副 総 支 配 人 
を は じ め 関 原 社 員 多数 が 参列 し 、 供 養 祭 が 行わ れ 
まし だ 。 当日 は 拓 候 に も 上 恵まれ 、 厳 な 雰囲気 
中 、 式 次 第 に の つと り 宮 司 さ ん に よる 神事 が すす 
め ら れ 、 代 表 に よる 玉 中 系 鎧 な ど が 行わ れ だ 後 
最後 に 秋 原 社長 か ら 贈ら れ だ 花 還 ガ 動物 展示 課員 
2 名 に よっ て 獣 花 さ れ ま し だ 。 そ の あと 、 引 き 続 
き 計 年 全 育 動物 の 表彰 式 が 行わ れ 、 飲 痛 動物 を 代 
表し て 、 ア シカ 、 ペ ン ギ ン に 感謝 状 が 贈ら れ 、 ア 
ジ や イワ シ な ど 好 物 の 角 が 、 一 般 宮 を 含 お 参列 者 
の ら ブ レ ゼ ント され まし だ 。 まだ 、 有 世界 
』 新 中 の マン ボウ 『 ク 
xi 回 一 キー 」 に も 、 早 類 
計ら や 

中 補 が 思 ら れ ま し だ 。 
(村田) 


